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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。
旧
年
中
は
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご

厚
情
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

昨
年
は
変
化
の
激
し
い
一
年
で
あ
っ

た
と
振
り
返
り
ま
す
。
世
界
経
済
の
停

滞
感
が
一
段
と
進
む
中
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
罪
の
な
い

方
々
が
沢
山
傷
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は

経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、又
、

私
た
ち
の
業
界
に
も
様
々
な
憶
測
を
含

ん
だ
情
報
が
入
り
乱
れ
る
事
も
あ
り
ま

し
た
。 

 
  

 

現
在
で
は
、
木
材
の
入
手
が
極
め
て

困
難
と
い
う
事
象
は
一
転
し
、
木
材
相

場
は
下
降
局
面
へ
と
移
り
だ
し
て
い
ま

す
。
木
材
自
体
の
安
定
供
給
に
奔
走
し

た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
価
格
面
で

の
安
定
供
給
へ
の
シ
フ
ト
バ
ラ
ン
ス
の

難
し
さ
は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。 

 

兎
に
も
角
に
も
、
改
め
て
「
木
材
」

と
い
う
も
の
が
世
界
市
況
の
中
で
動
い 

て
い
る
事
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で

す
。 

 

さ
て
、
日
々
の
業
務
を
行
う
中
で
昨

年
特
に
顕
著
に
感
じ
ら
れ
た
の
が
、「
職

人
不
足
」
に
よ
る
現
場
の
工
期
遅
延
で

す
。
こ
れ
は
以
前
よ
り
常
々
懸
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
弊
社
で
も
プ
レ
カ
ッ

ト
材
納
品
前
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

想
定
以
上
に
延
期
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え

ま
し
た
。
そ
の
理
由
の
多
く
が
、
ま
さ

に
「
職
人
不
足
」
な
の
で
す
。 

既
に
日
本
人
の
約
３
割
が
高
齢
者
で

あ
り
、
人
口
動
態
か
ら
推
察
し
て
も
、

今
後
も
加
速
度
を
増
し
て
、
「
職
人
」

を
充
足
さ
せ
る
の
は
非
常
に
困
難
と
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
職
人
不
足
に
よ

る
現
場
の
工
期
遅
延
の
ケ
ー
ス
は
、
更

に
増
加
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

現
場
作
業
が
遅
延
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
再
調
整
や
管
理
コ
ス

ト
の
上
昇
に
頭
を
悩
ま
さ
れ
て
い
る

方
々
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

  

そ
こ
で
、
弊
社
で
は
具
体
的
な
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

 

既
に
本
誌
面
に
て
ご
案
内
し
て
お
り

ま
す
、真
壁
パ
ネ
ル「
ス
カ
イ
パ
ネ
ル
」

の
製
造
・
販
売
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。 

機
械
加
工
に
よ
る
精
度
の
高
い
商
品

で
す
の
で
、
取
り
扱
い
に
慣
れ
る
と
、

30
坪
程
度
の
住
宅
で
あ
れ
ば
、
上
棟
日

か
遅
く
と
も
翌
日
に
は
「
外
部
面
材
施

工
、
断
熱
材
充
填
作
業
」
ま
で
完
了
す

る
事
が
で
き
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
更
に
今
年
は
、
ス
カ
イ
パ

ネ
ル
の
販
売
だ
け
で
は
な
く
、
「
土
台

敷
～
上
棟
作
業
～
ス
カ
イ
パ
ネ
ル
施
工
」

ま
で
、
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
お
り

ま
す
。 

実
際
に
施
工
ま
で
の
ご
相
談
も
頂
い

て
お
り
、
前
述
の
職
人
不
足
に
よ
る
工

期
遅
延
の
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
皆 

  

様
の
ご
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
現 

場
作
業
の
よ
り
合
理
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
に
向
け
、
着
実
に
進
め
て
参
り 

ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
現
場
作
業
を
、
合
理
化

出
来
る
「
商
品
」
と
「
シ
ス
テ
ム
の
構

築
」
は
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
き

ま
す
。 

 

誠
に
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
上

記
の
通
り
新
商
品
の
普
及
と
、
施
工

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
合
理
化
に
向

け
、
社
員
一
同
全
力
で
業
務
に
励
ん
で

参
り
ま
す
。 

 

本
年
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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◆
４
号
特
例
の
見
直
し
迫
る 

 

去
る

11
月

25
日
、
第
１
回
目
の

「
改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
・
建
築
基

準
法
の
円
滑
施
工
に
関
す
る
連
絡
会

議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

国
交
省
と
住
宅
・
建
築
関
連
団
体

が
参
加
す
る
こ
の
会
議
で
は
、
２
０

２
５
年
の
「
省
エ
ネ
基
準
適
合
義
務

化
」
及
び
「
４
号
特
例
の
見
直
し
」

に
向
け
た
情
報
共
有
・
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
い
よ
い
よ
施
行
が
迫
っ
て

き
た
事
を
実
感
し
ま
す
。 

政
府
が
掲
げ
る
「
２
０
５
０
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
」
に

向
け
、
既
に
改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法

が
公
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
改
正

に
よ
り
、
２
０
２
５
年
か
ら
全
て
の

建
築
物
で
省
エ
ネ
基
準
の
適
合
（
断

熱
等
級
４
相
当
）
が
義
務
化
さ
れ
ま

す
。 更

に
、
国
の
「
あ
り
方
検
討
会
」

に
お
い
て
は
、
遅
く
と
も
２
０
３
０

年
ま
で
に
建
物
の
省
エ
ネ
基
準
を
Ｚ

Ｅ
Ｈ
・
Ｚ
Ｅ
Ｂ
基
準
の
省
エ
ネ
性
能 

に
引
き
上
げ
、
義
務
化
す
る
事
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。 

◆
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
①
に
つ
い
て 

 

現
行
法
に
お
い
て
は
、
４
号
建
築
物

は
確
認
申
請
時
の
構
造
審
査
が
省
略

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
法
改
正
後
は
、
建

築
確
認
検
査
の
審
査
省
略
は
「
平
屋

且
つ
延
べ
面
積

200

㎡
以
下
の
建
築

物
」
の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
（
図

１
参
照
）
。 

そ
の
結
果
、
２
階
建
て
木
造
住
宅
は

構
造
審
査
が
実
施
さ
れ
る
事
と
な
り

ま
す
。 

 

 

◆
関
連
商
品
へ
の
影
響 

 

そ
し
て
省
エ
ネ
化
に
伴
い
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
設
置
や
ペ
ア
ガ
ラ
ス
・
ト
リ

プ
ル
ガ
ラ
ス
の
採
用
に
よ
る
建
物
重
量

の
増
加
を
見
込
ん
だ
必
要
壁
量
の
再
検

討
も
さ
れ
て
い
る
様
で
す
。 

本
来
で
あ
れ
ば
、
壁
量
計
算
に
加
え

て
梁
成
等
の
審
査
も
必
要
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
審
査
内
容

に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
不
明
で
す
。 

今
後
の
発
表
を
注
視
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

◆
そ
の
他
影
響
・
①
設
計
分
野 

 

こ
れ
以
外
に
、
延
べ
面
積

500

㎡
を
超

え
る
場
合
に
必
要
と
さ
れ
た
構
造
計
算

が
、
延
べ
面
積

300

㎡
を
超
え
る
場
合
に

改
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
規
模
木
造

建
物
の
よ
り
安
全
な
設
計
・
建
築
を
目
指
し

た
改
正
と
考
え
ま
す
。 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
う
視

点
で
見
る
と
、
木
材
利
用
の
多
い
建
築

分
野
に
お
い
て
、
更
に
利
用
促
進
を
目

指
し
た
改
正
も
見
ら
れ
ま
す
。 

従
来
は
、
許
容
応
力
度
計
算
で
設
計

で
き
る
建
物
は
、
高
さ

13

ｍ
以
下
、
軒

高
９
ｍ
以
下
の
規
模
で
し
た
が
、
３
階

以
下
で
あ
れ
ば
高
さ

16

ｍ
以
下
ま
で

拡
大
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
事
務
所
ビ
ル
や
大
型

の
倉
庫
等
、
中
層
程
度
の
建
築
物
の
木

造
化
も
可
能
と
な
り
ま
す
。 

 ◆
影
響
・
②
プ
レ
カ
ッ
ト
業
界
の 

対
応
力
が
問
わ
れ
る 

 

ス
カ
イ
で
は
、
非
住
宅
分
野
の
木
造

化
に
つ
い
て
は
、
材
料
手
配
・
特
殊
加

工
機
を
活
用
し
た
加
工
は
元
よ
り
、
建

て
方
・
木
工
事
を
含
め
た

対
応
の
強
化
に
努
め
て
参

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
木
質
化
に

つ
い
て
も
、
内
装
・

外
部
の
装
飾
材
と

し
て
の
利
用
や
、
鉄

骨
・
Ｒ
Ｃ
造
等
他
構

造
へ
の
木
材
利
用

を
提
案
し
、採
用
頂

い
て
お
り
ま
す
。 

従
来
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
こ
れ

ら
も
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
参
り
ま

す
。 法

改
正
に
よ
る

各
種
計
算
対
応
、

ま
た
は
木
材
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
、

是
非
ス
カ
イ
ま
で

ご
相
談
下
さ
い
。 

 

設
計
開
発
本
部 

河
村 

和
彦 

大
丈
夫
で
す
か
？ 

２
０
２
５
年 

省
エ
ネ
基
準
法
・ 

４
号
特
例
廃
止
等
へ
の
対
策 

【図１】「４号特例」見直し３つのポイント  

（国土交通省 HP より引用）  
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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

さ
て
、
今
年
の
10
月
に
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
開
始
さ
れ
、
３
ヶ
月
後
の
２
０

２
４
年
１
月
か
ら
は
電
子
取
引
デ
ー
タ

の
電
子
保
存（
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
）

が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。 

財
務
・
経
理
部
門
に
お
い
て
は
、
事

前
準
備
と
開
始
後
の
様
々
な
ケ
ー
ス
へ

適
切
な
個
別
対
応
が
求
め
ら
れ
る
重
要

な
年
と
な
り
ま
す
。 

 

■
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」 

「
電
子
帳
簿
保
存
法
」
と
は
？ 

 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、
仕
入
税
額

控
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
項
目
が

記
載
さ
れ
た
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）

を
必
要
と
し
、
受
領
側
・
発
行
側
と
も

に
請
求
書
の
厳
正
な
保
管
が
必
須
と
な

る
制
度
で
す
。 

ま
た
、
電
子
帳
簿
保
存
法
は
、
紙
の

取
引
・
保
存
か
ら
、
電
子
で
の
取
引
・

保
存
へ
と
推
し
進
め
る
も
の
で
す
。 

１
９
９
８
年
の
制
定
以
来
、
度
々
改

正
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
１
月
に

は
「
電
子
デ
ー
タ
で
授
受
し
た
取
引
情

報
の
書
面
保
存
の
廃
止
」
と
「
ス
キ
ャ

ナ
保
存
制
度
の
要
件
緩
和
」
が
大
き
く

改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
導
入 

 

ち
な
み
に
、
ス
カ
イ
の
両
制
度
へ
の

対
応
は
、
正
確
性
を
最
優
先
と
し
て
進

め
て
お
り
ま
す
。 

第
一
段
階
と
し
て
、
両
制
度
に
対
応

で
き
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
（
Ｊ
Ｉ
Ｉ

Ｍ
Ａ
認
証
※
）
を
導
入
し
、
法
律
改
正

に
対
応
し
ま
す
。 

※
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｍ
Ａ
認
証･

･
･

電
子
帳
簿
保

存
法
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
等
。 

 

既
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
向
け
て
、

電
子
デ
ー
タ
で
の
取
引
を
求
め
ら
れ

る
企
業
も
あ
り
ま
す
。
電
子
デ
ー
タ
で

保
存
す
る
際
は
、
電
子
帳
簿
保
存
法
の

要
件
（
真
実
性
の
確
保
、
可
視
性
の
確

保
等
）
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

不
備
や
不
正
が
あ
っ
た
場
合
、
ペ
ナ
ル

テ
ィ
も
強
化
さ
れ
る
の
で
注
意
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
度
重
な
る
改
正
に
対
応
し
、

様
々
な
要
件
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。 

 ■
業
務
フ
ロ
ー
の
再
構
築 

 

第
二
段
階
と
し
て
、
制
度
開
始
前
の

早
い
時
期
か
ら
、
様
々
な
ケ
ー
ス
を
想

定
し
て
業
務
フ
ロ
ー
の
再
構
築
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
①
何
を
保
存
す
る
の

か
、
②
ど
こ
に
保
存
す
る
の
か
、
③
ど

う
運
用
す
る
の
か
、
等
を
具
体
化
し
、

社
内
の
関
係
各
署
に
周
知
致
し
ま
す
。 

 

改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
は
、
負
担

軽
減
・
効
率
化
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し

て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
電
子
に
よ
る

保
存
と
、
紙
に
よ
る
保
存
の
両
方
が
求

め
ら
れ
る
現
実
も
あ
り
ま
す
。 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
お
い
て
は
、
受

領
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
の
有
効
性
の
点

検
、
課
税
事
業
者
と
免
税
事
業
者
と
の

取
引
の
区
分
け
等
新
た
な
業
務
も
発

生
し
ま
す
。 

今
回
の
よ
う
な
制
度
改
正
に
は
、
変

化
を
受
け
入
れ
る
土
台
づ
く
り
が
重
要

で
、
既
往
の
体
制
か
ら
変
更
後
へ
の
ソ

フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
出
来
る
様
、
計

画
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

全
て
の
事
業
所
の
問
題
と
し
て
、
取

引
先
同
士
が
、
安
心
し
て
取
引
を
継
続

で
き
る
様
、
ま
た
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

や
テ
レ
ワ
ー
ク
等
、
時
代
の
変
化
に
も

対
応
す
る
事
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。  

東
海
総
務
部 

丸
山 

全
俊 

２
０
２
４
年
問
題
と
は
、
働
き
方
改

革
関
連
法
に
伴
い
、
建
設
業
や
物
流
業

で
懸
念
さ
れ
る
「
時
間
外
労
働
時
間
の

上
限
規
制
」や「
割
増
賃
金
率
引
上
げ
」

等
の
問
題
を
指
し
ま
す
。 

こ
の
法
案
自
体
は
、
２
０
１
９
年
４

月
よ
り
順
次
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
の
適
用

で
、
ど
の
様
な
影
響
が
あ
る
の
か
を
考

え
ま
す
。 

 

■
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用 

建
設
業
界
で
は
長
時
間
労
働
の
常
態

化
が
な
か
な
か
改
善
さ
れ
ず
、
離
職
者

や
求
職
者
数
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る

為
に
施
行
さ
れ
る
の
が
「
時
間
外
労
働

時
間
の
上
限
規
制
」
で
す
。 

既
に
、
製
造
業
な
ど
、
他
業
種
の
上

限
規
制
は
年
間

720

時
間
ま
で
に
制
限

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
建
設
業
界
に
お
い

て
も
災
害
復
興
・
事
業
を
除
い
て
適
用

さ
れ
ま
す
。 

同
じ
く
物
流
業
界
で
も
、
ド
ラ
イ

バ
ー
業
務
に
つ
い
て
は
、
特
別
条
項
付 

き
36
協
定
を
結
ん
だ
と
し
て
も
、
時
間

外
労
働
が
年
間

960

時
間
に
制
限
さ
れ

ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
割
増
賃
金
も
、
月
60
時
間

を
超
え
る
時
間
外
労
働
に
対
し
、
50
％

以
上
の
割
増
賃
金
の
支
払
い
義
務
が
適

用
さ
れ
ま
す
。 

 

■
処
遇
や
労
働
環
境
改
善
の
必
要
性 

ス
カ
イ
に
は
建
設
と
配
送
の
両
部
門

が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
後
継
者
の
育

成
が
容
易
で
は
な
い
と
言
わ
れ
る
分
野

で
す
が
、取
引
先
か
ら
の
信
頼
を
得
て
、

顧
客
満
足
度
を
高
め
て
い
く
為
に
も
、

先
ず
は
社
員
が
や
り
が
い
を
感
じ
、
安

心
し
て
勤
め
ら
れ
る
よ
う
、
処
遇
や
労

働
環
境
の
改
善
を
図
り
、
人
材
の
確
保

と
育
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 

■
社
外
面
へ
の
影
響
と
そ
の
対
応 

 

仕
入
先
や
外
注
先
を
は
じ
め
、
様
々

な
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
や
納
期
の
長
期
化
等

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
を
見
越
し

た
上
で
様
々
な
課
題
へ
の
対
応
を
検
討

し
、
社
内
体
制
を
絶
え
ず
見
直
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
事
態
を
よ
り
．
．
信
頼
さ
れ
る
企
業

に
成
長
出
来
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
乗

り
切
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

総
務
本
部 

河
合 

靖 

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
と 

「
電
子
帳
簿
保
存
法
」 

対
応
策
の
ポ
イ
ン
ト  

２
０
２
４
年
問
題
と
は
？ 

建
設
業
・
物
流
業
の
働
き
方
改
革 
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私
は
Ｐ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
著
作
を
詳

し
く
読
ん
だ
訳
で
は
無
い
の
だ
が
、
こ

の
標
題
の
語
句
は
鮮
明
に
脳
裏
に
刻
ま

れ
て
い
る
。 

 

言
い
換
え
れ
ば
、「
顧
客
の
創
造(

新

た
に
創
ら
れ
た
商
品
に
引
き
寄
せ
ら
れ

る
新
規
の
顧
客)

」を
産
み
出
せ
な
い
企

業
は
無
価
値
に
等
し
い
、
と
い
う
事
に

尽
き
る
。 

  

社
会
状
況
が
刻
々
と
変
化
す
る
中
で
、

求
め
ら
れ
る
商
品
と
、
そ
の
供
給
ス
タ

イ
ル
は
少
し
づ
つ
変
化
し
て
い
る
。 

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
行
く
の
か
を

読
み
取
る
に
は
、
過
去
の
変
様
を
歴
史

か
ら
学
ぶ
し
か
無
い
。 

 

少
な
く
と
も
、
こ
の
業
界
に
身
を
置

く
人
間
な
ら
ば
確
固
た
る
過
去
の
変
様

を
語
る
事
が
出
来
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

① 

10
年
毎
の
変
化
の
態
様
を
語
る

事
が
出
来
る
か
？ 

② 

そ
の
変
化
を
産
み
出
し
た
社
会
状

況(

情
勢)

は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た

か
？ 

③ 

次
の
変
様
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

予
測
さ
れ
る
か
？ 

④ 

そ
れ
は
、
背
景
や
社
会
基
盤
の
ど

の
よ
う
な
変
化
に
よ
る
も
の
な

か
？ 

⑤ 

さ
て
、
で
は
自
分
達
は
何
を
す
れ

ば
、
新
た
な
顧
客
を
創
造
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

 

 

Ｐ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
に
限
ら
ず
、
学
者
・

研
究
者
は
、
右
に
述
べ
た
変
化
・
変
様
・

変
態
を
徹
底
的
に
究
明
し
た
上
で
先
行

き
を
眺
望
す
る
の
が
仕
事
で
あ
る
。 

 

数
多
く
の
社
会
・
経
済
・
歴
史
等
々

の
学
究
の
徒
や
科
学
者
は
、
気
の
遠
く

な
る
よ
う
な
究
明
作
業
を
続
け
て
い
る

の
だ
ろ
う
が
、
市
場
経
済
の
中
に
生
き

る
企
業
人
も
自
分
の
生
き
る
証
と
し
て

刻
苦
勉
励
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

ク
ジ
引
き
や
ク
イ
ズ
で
は
無
い
の
だ

か
ら
正
解
に
辿
り
着
か
な
く
と
も
良
い
。

但
し
、
究
明
す
る
作
業
を
ど
の
程
度
尽

く
し
た
の
か
、
且
つ
そ
の
作
業
を
論
理

的
に
説
明
出
来
る
の
か
が
大
切
な
こ
と

な
の
だ
と
理
解
す
る
べ
き
だ
。 

 

何
故
な
ら
企
業
人(

経
営
者
に
限
ら

ず
、
企
業
運
営
に
係
る
全
て
の
人
を
指

す)

と
い
う
の
は
芸
術
家
と
は
違
う
か
ら

だ
。 

 

芸
術
家
な
ら
作
品
に
凝
縮
す
る
事
で

結
果
を
示
せ
る
が
、
企
業
人
は
企
業
構

成
員
に
「
説
明
」
「
理
解
」
「
納
得
」

と
い
う
共
同
作
業
を
通
し
て
商
品
開
発

や
新
提
供
方
式
に
結
実
さ
せ
る
の
が
仕

事
で
あ
る
。 

  

商
品
は
そ
の
も
の
自
体
に
自
動
的
・

無
意
識
の
う
ち
に
価
値
が
添
付
さ
れ
て

い
る
の
で
は
無
く
、
供
給
の
仕
組
み
や

ア
ピ
ー
ル
の
仕
方
に
よ
っ
て
価
値
が
変

化
す
る
も
の
だ
。 

 

だ
か
ら
製
造
も
販
売
も
、
自
己
の
価

値
を
高
め
る
為
に
究
極
の
作
業
が
求
め

ら
れ
る
。 

 
良
い
企
業
と
い
う
の
は
、
こ
う
し
た

悩
ま
し
く
も
困
難
な
業
務
を
、
全
員
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来
る
集
団
な
の
で
あ
る
。 

  

サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の

日
本
勢
の
健
闘
や
、
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
戦
の
感
動
を
他
人
事
と
せ
ず
、

自
分
達
の
居
る
集
団
に
、
微
々
た
る
も

の
で
も
あ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
見
出
せ
な

い
も
の
だ
ろ
う
か
、
と
想
う
。 

 

そ
の
衝
動
と
発
露
が
顧
客
の
創
造
に

向
け
た
、
私
達
企
業
の
努
力
の
第
一
歩

な
の
だ
か
ら
。

         

営
業
部
に
配
属
さ
れ
３
年
目
に
な
り

ま
す
。
入
社
後
、
工
場
で
働
く
中
で
、
実

際
に
納
品
ま
で
関
わ
る
事
の
出
来
る
営

業
部
に
魅
力
を
感
じ
、
希
望
を
し
ま
し

た
。 

 

仕
事
を
す
る
上
で
い
つ
も
心
掛
け
て

い
る
の
は
、
「
お
客
様
や
現
場
か
ら
の
声

を
常
に
意
識
す
る
事
」で
す
。 

 

最
初
は
気
持
ち
の
余
裕
も
な
い
中
で

日
々
仕
事
を
こ
な
す
事
に
精
一
杯
で
し

た
が
、
今
は
木
造
建
築
の
面
白
さ
や
奥

深
さ
が
分
か
り
、
楽
し
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
！ 

今
後
は
、
一
般
住
宅
か
ら
特
殊
案
件

ま
で
、
幅
広
く
対
応
出
来
る
営
業
マ
ン

を
目
指
し
ま
す
！  (

金
子) 

       

  

幼
い
頃
か
ら
漠
然
と
誰
か
の
為
に
な

る
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
営
業
は
自
分
の
頑
張
り
が
数
字
と

し
て
表
れ
、
会
社
に
貢
献
出
来
る
と
同

時
に
、
お
客
様
の
要
望
に
応
え
、
直
接

行
動
出
来
る
事
が
魅
力
に
感
じ
、
や
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

仕
事
で
は
、
入
社
時
か
ら
相
手
の
目

を
見
て
話
し
を
聞
く
事
、
話
す
事
を
意

識
し
て
い
ま
す
。 

新
入
社
員
の
頃
は
建
築
知
識
ゼ
ロ

だ
っ
た
自
分
が
、
今
で
は
大
工
さ
ん
に

お
褒
め
の
言
葉
を
頂
け
る
ま
で
成
長
す

る
事
が
出
来
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
。 今

後
は
知
識
を
更
に
身
に
付
け
、
お

客
様
の
立
場
に
な
っ
て
、
痒
い
と
こ
ろ

に
手
が
届
く
よ
う
な
提
案
を
し
て
い
き

た
い
で
す
！ 

 
 

（岡
村
） 

２
０
２
３
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
の
干
支
は
「
卯
」
と
な
り
ま
す
。 

 

昨
年
起
き
た
様
々
な
世
界
情
勢
や
、
未

だ
続
く
「
コ
ロ
ナ
」
に
対
す
る
下
向
き

な
気
持
ち
を
兎
の
様
に
跳
ね
飛
ば
し
、

上
を
向
い
て
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

営
業
本
部 

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ン
ビ
紹
介
！ 

 

金子拓朗 
（入社 6年目） 
趣味はツーリング！！ 

 

岡村優太 
(入社 3年目) 

友人との宅飲みが好き！ 
（※自分は一滴も飲めないけど・・・） 

編 

集 

後 

記 

企
業
の
目
的
は
「顧
客
の
創
造
」で
あ
る 

～ 

ピ
ー
タ
ー
・ド
ラ
ッ
カ
ー 

～ 

一
酔
三
幸
寮
主 


